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ST108の 臨床的検討
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佐渡総合病院内科

新 しいセフェム系経1コ抗生剤s-1108を 肺 炎1例,急 性気管支炎9例,急 性咽頭炎1例,感

染を伴 った気管支拡彊症1例 と陳旧性肺結核1例 および急性腎孟腎炎1例 の計14例 の感染症

に使用 した。本剤の臨床効果は,著 効5例,有 効8例,無 効1例 であ り,細 菌学的効果は消失

5例,不 変1例,菌 交代1例,不 明7例 であった。本剤によると思われる副作用は認め られな

かったが,臨 床検査値の検討で,1例 にGOT, LDHの 上昇を認めた。

keywords: S-1108,呼 吸器感染症,尿 路感染症

塩野義製薬株式会社で新 しく開発 された経 ロセフェ

ム系抗生物質S-11081)を14例 の 感染症に使 用 し,

検討 した。

対象例は,1990年9月 より1991年4月 までに,新

潟大学医学部附属病院第二内科および関連施設にて取

り扱 った症例で治験の同意が得 られた,男4例,女

10例,年 齢 は23歳 か ら79歳 で あ った。対象疾患

は,肺 炎1例,急 性気管支炎9例,急 性咽頭炎1例,

感染を伴った気管支拡張症1例 と陳旧性肺結核1例 お

よび急性腎孟腎炎1例 であった(Table 1)。 起 炎菌

は,8treptococcuspneumoniae2例,B群 β

streptococcus 1例,Branhamella catarrhalis 1

例, Klebsiella pneumoniae 1例 Escherichia coli

2例 で,他 の症例は不明であ った0

ST108は,1日225～600mgを3回 に分け,内 服

で使用 した。期間は5～8日,総 使用量は1125～6300

mgで あ った。

S-1108使 用 による効果の判定 は,起 炎菌の明 らか

な症例では,細 菌の消失の有無をみた細菌学的効果と

自他覚所見および検査所見の改善度をみた臨床効果の

2面 か ら実施 した。

S-1108使 用 による成績の概要はTable 1に 示 し

た。臨床効果 は著効5例,有 効8例,無 効1例 であ

り,細 菌学的効果は消失5例,不 変1例,菌 交代1

例,不 明7例 であ った。内訳 は,Spneumoniae,

B群 β-streptococcus, B. catarrhalis, Ecoli

は除 菌されたが,K. pneumoniaeの1例 は不変 尿

路感染症のE. coliの1例 はEnterococcus faecalis

に菌交代 した。

本剤によると思われる副作用 は認められなかった

が,臨 床検査値の検討で,症 例12に 軽 度のGOT,

LDHの 上 昇を認めた。本例は以前より軽度の肝機能

障害が認め られており,本 剤との因果関係は不明で

あった(Table 2)。

第40回 日本化学療法学会総会,新 薬 シンポジウム

(名古屋)で も検討されたごとく,S-1108は,臨 床効

果,細 菌学的効果,安 全性に優れた薬剤であると考え

られる。
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Table 1. Clinical effects of S-1108

N. F.: normal flora, N. D.: not done
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Clinical study of S-1108
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We evaluated the clinical efficacy and safety of S-1108, a new cephem antibiotic. S-1108

was administered to 14 patients with infections. The patients received the drug orally for 5

to 8 days in doses of 225-600 mg/day. The clinical effect was excellent in 5 patients, good

in 8, and poor in 1. No side effects were observed, but GOT and LDH were mildly

elevated in one patient after administration of S-1108.


